
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

函館市のボランティア活動を紹介 

ボランティアセンターだより 

  

令和５年度 

第３号 
（発行） 

令和６年３月 

函館市社会 

福祉協議会 

TEL23-2226 

FAX23-2224 

函館市ボランティアセンターでは、登録団体の活動や社協ボランティア関係情報等を紹

介する広報紙を発行しています。各団体の活動を広げる PR や、さらには他団体との連携

に繋がることを期待しています。ボランティアに関する情報発信等もぜひご覧下さい。 

はじめに 

ボラ
ンティアさんに聞いてみた！

～今年の抱負～

より一層、ボランティア

活動を通して視野を広げ

ていきたいです。 

 

今年、喜寿になります

が、体に気を付けて活動

を続けたいと思います。 

 

健康に気をつけ、いろいろ

な人に感謝をして、ボランテ

ィアをしていきたいです。 

一人でも多く、ボランティアを頼

みたい人、したい人を繋ぐことが

できるようにしたいと思います。 

２月に入り、ボランティアセンター内に設置してあるホワイトボード

を、徐々に皆様への情報発信板として活用を開始しました。 

お知らせや他機関からのボランティア情報などが貼ってありますの

で、ぜひお時間のある時にご覧ください。 

 



毎月第 3日曜日、千歳町会館において 

13時から 15時例会を開きボランティア

活動報告、指導幹事（若い時からマジック

を勉強している会員）の元で、マジックの

研究と練習をしています。 

 昨年の１１月には、コロナで２年遅れにな

っていた「創立５０周年記念発表会」を開

催できました。たくさんの方がマジックを

楽しんでくれて、今後も会員一同、技の研

鑽に励みたいと意気込みが高まっている

ようです。 

また、同会では厚生労働大臣より『共に

支えあう地域社会づくりに貢献した団体』

として平成１８年に表彰されています。 

 

会に所属して２０年。子どもが大好きという

山崎紀子さんにインタビューしました。 

 マジックとの出会いは、障害児の子育中だ

ったそう。そして、子どもがお世話になって

きた施設等に恩返しがしたいという気持ち

から函館マジッククラブへ入会。その後、み

んなの笑顔をみることでマジックにすっか

りハマってしまったと言う山崎さんは、当た

り前のように「マジックは生きがい」と話し

ます。 

今後も「依頼があれば、いろいろなところに

行きたい」と抱負を語るとともに、活動が戻

ってきていることに、期待と安堵の声を覗

かせていました。 

 

明るく楽しく活動しているマジッククラブで

すが、最近では、会員の高齢化による後継者

不足を危惧しているそうです。 

 最初は必ず先輩が同行してくれたり、技の

継承を行っていたり、初心者でも活動しやす

い環境となっています。 

 

 ●お問い合わせ： ０１３８-５５-０４１５ 

ボランティアセンター登録団体活動紹介 

函館マジッククラブ

マジックをするのも見るのも大好きな仲間

たちが、集まり活躍しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 団体の活動 

 人の想い 

 

 繋がる・広がる 



 

 

函館家庭生活カウンセラークラブ
 

健全な家庭づくりを基調とする相談活動

と高齢者施設での傾聴ボランティア活動を行

っています。 

 

 

 

函館家庭生活カウンセラークラブは、函館

市婦人大学講座に併設された家庭生活カウ

ンセラー養成講座修了生により１９８２年（昭

和５７年）２月に創立、今年で４２年になりま

す。 

会員数は７１名で、養成講座で社会学・心

理学・福祉学・カウンセリング学等を学び、北

海道家庭生活総合カウンセリングセンターの

認定審査を受けています。 

福祉・教育・行政機関等で、相談ボランティ

ア活動をしています。 

 

 

 

会に所属して３３年。  

クラブ大好き人間の 

宮川 允子さんにインタビューしました。 

入会のきっかけは、町会活動を長くやってい

る中で、講座に出会い、カウンセリングの勉

強を始めたのがきっかけとのこと。 

常に寄り添う気持ちを大切にし、今後ももう

少し会に所属し、活動を続けていきたいと抱

負を語っていただきました。 

 

 

 

家庭生活相談では、人間関係や身近な家庭

生活全般に関する電話相談と面談を受け付

けています。困ったこと不安な気持ちをお聴

きしながら、気持ちを整理し、ご自身で解決

の道を探すお手伝いをしています。身近な人

には話せない、話したくない辛い気持ちを一

人で抱え込まず、ご相談ください。 

 

 

 

 

 団体の活動 

 繋がる・広がる 

 人の想い 

 

女性センター 家庭生活相談 84-8742 直通 
 月・金曜 午前 10～12時 午後 1～３時 
 水曜   午前 10～12時 
 火曜   午後６時３０分～８時３０分（電話のみ） 
 
亀田支所 家庭生活相談 45-5581 
 木曜 午後１～3時 
 
湯川支所 家庭生活相談 ５７－６１６１ 
 火曜 午前 10～12時 

団体からの 
お知らせ 



 

 

 

 

 

令和６年度ボランティア活動に係る各種保険の加入手続きを開始します。 

  令和６年度の受付は、３月１１日（月）より開始いたします。 

  「申込書」および「掛け金」を持参の上、平日午後３時（時間厳守）までに函館市社会福祉協議

会へ直接お越しください。 

  掛け金はおつりのないようにご準備下さい。 

   活動の内容によっては、対象とならない場合もございますので、詳細につきましては、

福祉の保険 HPをご覧下さい。 

 

 

 

 

    当事業は、函館市における福祉活動を振興促進するため、函館市ボランティアセンターに

登録し、１年以上の福祉活動の実績があり、計画的な事業計画に基づいて効果的な事業を

行うボランティア実践団体に対し、援助を行うことを目的として実施しております。 

詳しくは、函館市社会福祉協議会 HPをご覧下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア保険のご案内 
 

ボランティア登録者・ボランティア依頼 募集中！ 
 

【お問い合わせ先】 函館市ボランティアセンター 

〒040-0063 函館市若松町 33-6 総合福祉センター3階  TEL 23-８９０９ 

函館市ボランティアセンターでは、ボランティア登録者・ボランティアのご依頼を随時受け

付けております。 

ボランティアさんを頼みたいけど、どこに頼めば良いかわからない、ボランティアをしたい

けど、何をしたらよいかわからない・・・等のご相談に応じています。 

施設等での歌や演奏の披露、病院の付き添い、施設行事の手伝いなどのご依頼、ご相談

は、お気軽に下記事務局までお問い合わせ下さい！ 

 

在宅福祉ふれあい事業 ボランティア地域援助活動支援事業について 
 

Information(お知らせ) 


